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工 事 成 績 評 定 要 領 
                                                                          平成７年７月２５日 

改正 平成９年１０月１日 
平成１４年４月１日 
平成１６年４月１日 

平成２６年６月１２日 
平成３１年４月１日 

                                令和元年１１月１日 
令和３年３月１１日 

  （目的） 
第１条 この要領は、大東市工事監督要綱第１２条第２項の規定により、本市の発注する請負工事（以下

「工事」という。）の工事成績の評定（以下「評定」という。）に関し必要な事項を定めるとともに、

工事について厳正かつ的確な評定の実施を図り、もって請負者の適正な選定、および指導育成を目的と

する。 
 （評定の対象） 
第２条 評定の対象とする工事は、請負金額が１，３００，０００円以上の工事について行うものとする。 
 ただし、工事検査要綱別表第１の各号に掲げる場合は除外することができる。 
 （評定者） 
第３条 評定の行う者（以下「評定者」という。）は、建設工事請負契約書第９条第１項の規定による監

督職員、ならびに同契約書第３１条第２項の規定による検査職員とする。 
 （評定の方法） 
第４条 評定はそれぞれの工事について行うものとする。 
２ 評定者は、評定ごとに適正かつ公正に行うものとする。 
３ 評定者となる監督職員または検査職員が２人以上である場合においては、合議の上評定を行うものと

する。 
４．評定者は、次の各号に掲げる区分に応じて、評定を行うものとする。 
   （１）請負金額が１０，０００，０００円以上の工事は工事成績評定書（様式第１号）および工事成績

運用表（別表第１・別表第２・別表第３）により評定する。 
   （２）請負金額が１０，０００，０００円未満の工事は工事成績評定書（様式第２号）および工事成績

運用表（別表第４・別表第５・別表第６）により評定する。 
  （評定結果の提出） 
第５条 評定者が第４条第４項に基づき作成した工事成績評定書は、契約担当課長が保管するものとする。 
 （評定結果の通知） 
第６条 市長は、評定者から工事成績評定書の提出があったときは、当該工事の請負者に対して、引き渡

し書を取り交わす際に、検査要綱様式第７号の「完成検査結果および成績評定結果通知（以下「評定結

果」という。）」を通知するものとする。 
 （評定の不服申し立て） 
第７条 大東市工事検査要綱第１６条および、工事担当課長が実施する工事監督検査要領第１８条による

評定結果通知により、請負者から評定結果について説明の請求が有った場合は、検査担当課長および工

事担当課長ならびに契約担当課長は協議した上で、請負者に対し回答するものとする。 
  （評定結果の公表） 
第８条 契約担当課長は、請負金額１０，０００，０００円以上の工事について、評定結果を公表するも

のとする。 
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（公表の方法） 
第９条 公表は工事完了検査評定結果書（様式第３号）を閲覧する方法で行い、評価点については評価判

定基準のA（優秀）・B（良好）・C（普通）・D（稍不良）・E（不良）を表示し公表するものとする。 
２ 前項評定結果の公表は、請負者に通知する日の属する月分を当該月の翌々月から公表し公表期間は通

知する月の属する年度の翌々年度までとする。 
３  公表閲覧場所は市民情報コーナーにて行う。 
 （補 則）  
第１０条 この要領に定めるもののほか、必要事項は、別に定める。 
  付 則 
 この要領は、平成９年１０月１日から施行する。 
  付 則 
 この要領は、平成１４年４月１日から施行する。 
  付 則 
 この要領は、平成１６年４月１日から施行する。 

付 則 
 この要領は、平成３１年４月１日から施行する。 

付 則 
 この要領は、令和元年１１月１日から施行する。 

付 則 
 この要領は、令和３年３月１１日から施行する。 
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様式第１号  （第４条関係）  工 
 事 
 担 
 当 
 課 

課 長 課長補佐 上席主査  検 
 査 
 担 
 当 
 課 

課 長  
    

  
          工  事 成 績 評 定 書                 契約番号(         ） 

工   事   名   工事担当課 

業       種 土木・建築・電気・機械・通信設備  現場代理人 
 氏名 

監 督 職 員 
 
請   負   者 

   
 主任・監理技術者 
 氏名 

請 負 金 額  当初 
   金               円 

 最終 
   金             円 検 査 職 員 

 
工   期 

 自  平成   年   月   日 
 至  平成   年   月   日 
 至  平成   年   月   日 

契約書第４２条   
 遅延日数 
       
     日 

 遅延損害金     
                 
                円 

完      成 
年  月  日 

 
平成   年   月   日 

遅延理由 評 定 結 果 
評定合計 評定判定 

  
完 成 検 査 
年  月  日 

 
平成   年   月   日 

再 検 査 日 
 平成   年   月    日 （１）～（４）の合計 

小数点以下１位 ４捨５入 
 
 考 査 項 目 
 
 
      細 目 

 
 

重 要 度 
（％） 

評    定    区    分  
監 督 職 員 検 査 職 員  

 
評   点 

 重要度×細目 
 評価点（ ） 
 ＝項目評価点 

 
項目評価点計 

 重要度×細目 
 評価点（ ） 
 ＝項目評価点 

 
項目評価点計 

  １ 
 
完 
成 
の 
状 
況 

 
 ①出来形 

   
     30 

 
 (   )= 

 
 
 
 
 a ×0.4= A 

 
 (   )= 

 
 
 
 
 b×0.8 = B 

 
 
 
 A×0.5＋B× 
 0.5＝ 

 

 
 ②出来ばえ 

     
    20 

 
 (   )= 

 
 (   )= 

 
 ③品  質 

 
     50 

 
 (   )= 

 
 (   )= 

   
       計 

 
   100 

 
  a 

 
  A 

 
  b 

 
  B 

 
 （１） 

 ２ 
 
施 
工 
体 
制 

 
 ①施工体制一般 

 
     40 

 
 (   )= 

 
 
 
 a × 0.3 = A 

                 
 
 
 A×0.5＝ 

 
 ②配置技術者 

 
     60 

 
 (   )= 

 
      計 

 
   100 

 
  a  

   
  A 

 
 （２） 

 ３ 
 
施 
工 
状 
況 

 
 ①施工管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 
 
 
 
 
 
 
 a × 0.3 = A 

 
 (   )= 

 
 b×0.8 = B 

 
 
 
 
 
 A×0.5＋B× 
 0.5＝ 

 
 ②工程管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 

 
 ③安全管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 
 ④対外関係 

 
     25 

 
 (   )= 

 
     計 

 
   100 

 
  a 

 
  A 

 
  b 

 
  B 

 
 （３） 

 ※ 考査項目で不必要な場合には、各項目ごとに比例配分する。（１００ 
 ／省略後の重要度計）×省略後の評価点＝(小数点以下３位 ４捨５入) 

 加減点（別表２・３） 
       ＋・－      点 

 
 （４） 

  監督職員  検査職員 評 価 判 定 基 準 
 Ａ 

優  秀 
  １００点 ～ ９０点 

所  
 Ｂ 

良  好 
    ８９点 ～ ７０点 

  Ｃ 
普  通 

     ６９点 ～ ６０点  
見  

 Ｄ 
稍 不 良 

     ５９点 ～ ５１点 

Ｅ 
不  良 

     ５０点以下 
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様式第２号  （第４条関係） 課 長 課長補佐 上席主査  
   

            工  事 成 績 評 定 書                 契約番号(         ） 

工   事   名   工事担当課 

業      種 土木 ・ 建築 ・ 電気 ・ 機械  現場代理人 
 氏名 

監 督 職 員 
 
請   負   者 

   
 主任技術者 
 氏名 

請 負 金 額  当初 
   金               円 

 最終 
   金             円 検 査 職 員 

 
工   期 

 自  平成   年   月   日 
 至  平成   年   月   日 
 至  平成   年   月   日 

契約書第４２条   
遅延日数 

       
     日 

遅延損害金 
                 
                円 

完    成 
年  月  日 

 
平成   年   月   日 

 遅延理由 評 定 結 果 
評定合計 評定判定 

  
完 成 検 査 
年  月 日 

 
平成   年   月   日 

再 検 査 日 
 平成   年   月    日 （１）～（４）の合計 

小数点以下１位 ４捨５入 
 
  考 査 項 目 
 
 
      細 目 

 
 

重 要 度 
（％） 

評    定    区    分  
監 督 職 員 検 査 職 員  

 
評   点 

 重要度×細目 
 評価点（ ） 
 ＝項目評価点 

 
項目評価点計 

 重要度×細目 
 評価点（ ） 
 ＝項目評価点 

 
項目評価点計 

 １         
  

完 
成 
の 
状 
況 

 ①出来形      30  (   )=  
 
 
 a ×0.4= A 

 (   )=  
 
 
 b×0.8 = B 

 
 
 A×0.5＋B× 
 0.5＝ 

 
 
 ②出来ばえ 

     
    20 

 
 (   )= 

 
 (   )= 

 
 ③品  質 

 
     50 

 
 (   )= 

 
 (   )= 

   
       計 

 
   100 

 
  a 

 
  A 

 
  b 

 
  B 

 
 （１） 

 ２ 
 
施 
工 
体 
制 

 
 ①施工体制一般 

 
     40 

 
 (   )= 

 
 
 
 a × 0.3 = A 

                 
 
 
 A×0.5＝ 

 
 ②配置技術者 

 
     60 

 
 (   )= 

 
      計 

 
   100 

 
  a  

   
  A 

 
 （２） 

 ３ 
 
施 
工 
状 
況 

 
 ①施工管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 
 
 
 
 
 
 
 a × 0.3 = A 

 
 (   )= 

 
 b×0.8 = B 

 
 
 
 
 
 A×0.5＋B× 
 0.5＝ 

 
 ②工程管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 

 
 ③安全管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 
 ④対外関係 

 
     25 

 
 (   )= 

 
     計 

 
   100 

 
  a 

 
  A 

 
  b 

 
  B 

 
 （３） 

 ※ 考査項目で不必要な場合には、各項目ごとに比例配分する。（１００ 
 ／省略後の重要度計）×省略後の評価点＝(小数点以下３位 ４捨５入) 

 加減点（別表） 
       ＋・－      点 

 
 （４） 

  監督職員  検査職員 評 価 判 定 基 準 
 Ａ 

優  秀 
  １００点 ～ ９０点 

所  
 Ｂ 

良  好 
    ８９点 ～ ７０点 

Ｃ      ６９点 ～ ６０点 
 見  普  通   

 Ｄ 
稍 不 良 

     ５９点 ～ ５１点 

Ｅ 
不  良 

     ５０点以下 
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様式第３号（第９条関係） 
 
 

工事完了検査評定結果書 
 
  
 

契約番号 

  

工 事 名 

 

工事場所 

 

請 負 者 

 

工  期 

 

評定結果 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備  考 

  

 
 
 
 
 


